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るポジティブ組織行動（ Posi t ive  O rgan iza t iona l  Behavio r :  POB）領域において、諸外国で
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 








る 観 点 か ら 、 ポ ジテ ィ ブ 心 理 学 を 組織 と い う 観 点 か ら研 究 を 行 う ポ ジ ティ ブ 組 織 行 動
（ Posi t ive  Organ iza t iona l  B ehavio r :  POB）領域において、諸外国では盛んになりつつある
“ Psycholog ica l  cap i t a l（サイコロジカル・キャピタル：心理資源）”を題材のひとつとし
て取り上げることが決定し、そのレビューから研究を開始した。このように博士研究題目
を変更したため、それに伴い、本年度の研究内容も変更した。  
P sycho log ica l  Capi ta l（ PsyCap）とは、心理学のパラダイムシフトとして Sel igman が提















や 個 人 の 業 績 と の 関 連 を 実 証 可 能 で あ る 、 と い う 基 準 で あ る （ Luthans ,  2002a ,  2002b ;  








もに適応性と安定性が増していくことを意味する。（ Luthans ,  Youssef ,  Avol io ,  2007）。  
「状態」のような心理的能力の開発は、ターゲットを絞ったトレーニングプログラムお
よび専門能力開発に焦点をあて、短期間での開発が可能である（ Luthans ,  Avol io ,  Norman,  




では、 1)目標設定と問題識別、 2)ネガティブトークの排除、 3)資源の強化と積極的に不利
な事象を回避するための手段の識別、 4 )代理学習、社会的説得、ポジティブフィードバッ
クを通じて課題をマスターすること、課題を実施した。  
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本研究で用いる PsyC ap である。  
 PsyCap は、人間の強みとされる４つの心理資源の総称である。心理資源は、ストレス
コーピング理論から発展してきた Hobfo l l の COR 理論（ Conse rva t ion  o f  Resource  Theory）
を経て発展してきた。 COR 理論は、人間がストレスを受けた際、コーピングに必要な心
理資源を数多く持っていれば、ストレスを受けた際に失われる資源を補強・補完すると
唱えた仮説である（ 1989）。人間は心理資源を蓄積しておく資源のプール（ Resou rce  Pool）
を備え持ち、ある資源がプールから失われると心身への影響を受けるが、この資源が多
くあれば、一つの資源が別の資源と協同し、共に醸成されていく。このような資源とし
て、自己効力感、オプティミズム、自尊心、目標追求する気持ち（ Goa l  Pursu i t）という
個人的資源と、社会環境から出現したソーシャルサポートを挙げている（ Hobfo l l ,  2002）。
PsyCap は、個人的資源に着目し精査し、さらにはポジティブ心理学の影響を受けて、現
在は 4 つの心理資源を挙げている。 PsyC ap に含まれる心理資源は、効力感（自信）、ホ






 現在、アメリカで開発された PsyCap 概念の日本への有用性の検討（ PsyCap の日本文
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